
【22】名城（４号）線 大曽根・名古屋大学…懸案の環状線着手

1  追い風になった「ドーム」

図１　４号線大曽根・名古屋大学間の平面と縦断面図（文献①より）



2  難航した10年

（1）大幸車庫

（2）工程の遅れ

図２　大幸車庫の位置。
ナゴヤドームと文化施設の下にあるのが分る（文献①）



〈微・振動と磁場変動〉

3  　　 名城線 大曽根・名古屋大学

… 東部丘陵を抜ける地下鉄 …

〈平野部を〉

（3）路・線・点・描

〈複心円シールド〉

〈ナゴヤドームとガイドウェイバス〉

　　紀行
図３　複心円シールド。

２つの円が重なるように配置されるが、
掘削のときにぶつからないようコントロールされる

大曽根駅の出口から道路の環状線を望む。
左の高架はガイドウェイバス「ユトリートライン」



〈丘陵を越えて〉

茶屋ヶ坂公園の緑。
この左側の下を地下鉄が通っている

自由ヶ丘駅の駅前の左に地下鉄出入口がある

大幸車庫の地上部。
左は「カルポート東」という

複合文化施設で、２階にドームへの通路がある

茶屋ヶ坂駅の駅前。交通広場として
整備され、バス停とタクシー乗り場がある。

右手のビルの間を地下鉄が通る



本山の交差点。
正面が「山手グリーンロード」の通り。

右角に大学が進出している

名古屋大学駅。
出入口（右手、歩道上）もスマートに設計された。
地下鉄は右手の２棟のマンションの間をぬけている

4  期待された「山手グリーンロード」


